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ペヴスナーの中世主義
　ニコラウス・ペヴスナー（Sir Nikolaus 
Pevsner, 1902-83）は，イギリスに移り住ん
だ後，1930年代中頃から1940年代中頃にかけ
て，当時ヨーロッパ社会を席巻していた「著
しい個人主義」と「相対主義」，「ますます拡
大する物質主義」を批判し，〈中世〉を範と
した社会改革の必要を主張する論稿を相次い
で発表した。たとえば彼は，1934年５月にナ
チス系学術誌『塔守』（Der Türmer）に発
表 し た 論 文「 芸 術 と 国 家 」（‘Kunst und 
Staat’, 1934）の中で，「歴史家の研究が現代
社会と無関係には存在し得ない」ということ
を主張したうえで，中世以降のヨーロッパ芸
術が「段階的に後退・退廃の一途」を辿って
いることを指摘し，現代が理想視すべき時代
として〈中世〉を強調した。また，未発表に
終わった論文「今日の芸術と未来の芸術」
（‘Kunst der Gegenwart und Kunst der 
Zukunft’, unveröffentlicht）の中でも，彼は
精神的共同体としてのコミュニティの重要性
を強調するとともに，物質主義や個人主義が
拡大している現代社会を批判し，理想的な社
会のあり様として〈中世〉の価値を強調した。
バーミンガム時代のペヴスナー
　ペヴスナーの中に起こった〈中世〉の理想
化，そして「著しい個人主義」と「物質主
義」が拡大していることへの警戒感は，1930
年代中頃にペヴスナーが滞在先のイギリス，
バーミンガムで産業デザインの調査研究に従
事していた経験と関係しているかもしれない。
　バーミンガム時代のペヴスナーの産業デザ
インに関する研究は，人間の日常生活の使用
に純粋に奉仕すべきデザイナーという職業が
20世紀の産業界に占める位置を明確にするこ
とで，デザイナーと産業界の関係を整理，把
握することを試みたものであった。そしてそ
の過程で，ペヴスナーは，「著しい個人主
義」と「物質主義」が，大量生産体制の進む
産業デザイン界に圧倒的な影響力を有してい
ることを知ることになった。
ペヴスナーが見た大量生産時代の課題
　ペヴスナーは，大量生産品が現代人の美的
感性の育成に積極的な役割を果たし得ること
を疑うことはなかったが，同時に大量生産時
代のデザイン界があまりに利潤追求と商業的
判断にしばられてしまっていることを，バー
ミンガムでの聞き取り調査の過程でデータに
基づいて再認識することになった。そして商
業的利潤や営利的判断を優先する社会傾向が，
デザイナーの「新たな芸術的挑戦」を阻害し
ている，と考えるようになった。
〈大量生産品の芸術性の向上〉と〈中世の無
名の石工や棟梁たちの人生美学〉
　大量生産時代のデザインに関する一連の研
究とほぼ同時期に，ペヴスナーが中世の建
築・芸術に関心を向けていた事実は特に注目
に値する。1930年代から1940年代を通じてペ
ヴスナーは，〈大量生産時代のデザインのあ
るべき姿を模索し方向づけた先人たち〉を，
〈中世の無名の石工や棟梁たち〉と，そして
〈大量生産時代としての近現代〉を〈中世社
会〉と，それぞれ結びつけて論じている。大
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量生産時代の芸術的課題として，ペヴスナー
は「現世的名声や経済的成功といった問題か
ら自由であった中世の職人たちの生き方」に
学ぶべき点があると考えたのである。
　ペヴスナーによれば，試行錯誤を繰り返し
ながら近代デザインのあるべき姿・形を追求
した先人たちの取り組み，あるいは大量生産
時代のデザインのあるべき形は，中世の芸術
家たちの生き方と芸術のあり方に類似する，
あるいは類似すべきものであった。ペヴス
ナーによれば，両者の間には少なくとも，
１）芸術的創造行為が個人の利益・利潤や商
業的判断によって制約を受けず，芸術家は新
しいことに挑戦する意思と覚悟を持ち併せて
いた，２）芸術家は高い次元での強い使命感
によって芸術を生み出していたために，芸術
家個人の名声の獲得や経済的成功は重視され
なかった，といった共通点があるように思わ
れたのである。
　中世の人びとには，現世的名声よりも重要
な取り組むべき課題と関心，すなわちキリス
ト教信仰の具現化という理想があった。彼ら
は教会の権威の下で，自己の現世的な名声を
欲することなく〈作者不詳〉のまま優れた芸
術・デザインを生み出そうと試行錯誤した。
ペヴスナーは，そうした中世の人びとと同様
の精神の働き・人生美学の実践を，「20世紀
の 普 遍 主 義 」（‘Universalismus’ des 20. 
Jhdts.）の理想の下で，大量生産社会におけ
るデザインのあるべき形を模索する芸術家た
ちの姿に見出していたのである。
大量生産時代の芸術的課題としての〈作者不
詳の美学〉
　1930年代初頭，第２次世界大戦目前の混乱
期を生きた青年ペヴスナーの中には，「歴史
家は現代社会と無関係には存在し得ない」，
そして「現実の社会問題により責任を果たし
得る芸術・デザインが必要不可欠となってい
る」という確信が芽生えていた。それゆえ，
大衆の実生活上の必要に直接的に応えること
を念頭に置いたデザイナー・建築家が生み出
す日用品や日常的生活空間を，芸術文化史学
の研究対象として取り上げること，そして大
量生産品の中に芸術的価値は如何に生み出し
得るのかといった問題を芸術文化史学におけ
る同時代的課題として検討することは，大量
生産時代を生きる芸術文化史家ペヴスナーに
とって必然的なことであった。また，日用品
に対する芸術文化的関心は，さらに大量生産
品のデザイン性の向上を如何に達成するか，
という具体的な課題をペヴスナーの中に生み
出すことにもなった。
　ペヴスナーは，学生時代から歴史を学ぶ価
値を「歴史上の優れた先人たちが，様々な局
面でどのように行動してきたのかを知ること
にある」と考えていた。したがって自分が実
際に生きている時代に日々大量生産されてい
る諸製品について観察・考察する際にも，彼
は過去の先人たちの芸術的営みにヒントを探
し求めることになった。そして大量生産品・
既製品の美的質の向上を図る〈鍵〉を，ペヴ
スナーはルネサンス以前の中世の時代の，利
潤と営利的関心，そして現世的名声とは無縁
な職人たちの人生美学 ―〈作者不詳の美
学〉― に見出すことになったのである。ペ
ヴスナーによれば，デザイナーが強い使命感
によって個人の名声の獲得や経済的成功に囚
われずに現世的名声欲とデザイン行為による
蓄財の誘惑を断ち切ること，そして経営上の
採算にしばられず新しい芸術的可能性に挑戦
できる創作環境がデザイナーに与えられるこ
とは，大量生産時代の芸術性の向上をめざす
うえで獲得しなければならない基準であり，
〈大量生産時代の芸術的課題〉であった。
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